
●次期「させぼっ子未来プラン」策定に向けた第１回分科会における意見と施策との整理表　

○望まない妊娠・出産による虐待のリスクの減少に向けた対応

○未成年の望まない妊娠による人工妊娠中絶の減少に向けた対応

○市内の乳幼児期から学齢期までにおける一貫した性教育の普及 包含 ○妊娠・出産に関する小さいころからの教育が貧困対策や理想的な子育てにつながると思う

○学生の頃から妊娠・出産に関する正しい知識を身につけ、将来のライフプランを考
えるための啓発活動

包含 ○妊娠・出産に関する小さいころからの教育が貧困対策や理想的な子育てにつながると思う

○食育の推進による健全な食習慣、子どものアレルギー対策に関する啓発

○妊娠・出産・育児に関する問題の複雑化や子育て家庭の孤立化

○民間を含めた地域資源を活用した身近な地域での支援体制の構築

○産科、小児科医療機関等の関係機関との連携

○児童虐待の未然防止

○乳幼児の不慮の事故の未然防止

○災害時の妊婦や乳幼児に対する支援

○保護者の養育上の問題による子育て短期支援事業のニーズの高まり

○ヤングケアラーへの支援 包含 ○ヤングケアラーに目線を当てたのは良かった

○療育関係者のスキルの向上

○医療的ケア児の支援を含めた公平・公正な保育の利用

○子ども発達センター等の関係機関や事業所間の連携 包含 ○発達障害の子どもが受け入れられないという保護者の声がある

○子ども発達センターの診療の待ち期間の更なる短縮

○在宅の子どもに対する支援の整理

○ファミリーサポートセンター会員の登録数の増加を図るとともに、利用を促進する
ための仕組みの構築

○児童センターのあり方の整理等を含めた地域における子どもの居場所づくり

○児童クラブのニーズ量等を踏まえた計画的な整備及び質の確保 包含
○ひとり親世帯において、児童クラブの利用料がネックになっている事が考えられる
○保護者の心の余裕・幸福度を高めるためにも児童クラブによる支援を広げたい

○幼児教育・保育の無償化に伴う、今後の需要の変化等の動向把握及び量の確保方
策

包含 ○3人目の保育料を無料にしたところで少子化対策にはつながらないと思う

○多様なニーズに対応するための保育人材の確保 包含 ○保育人材の確保について、市はどのように考えているのか

○認可外保育施設における保育の質の確保 包含 ○認可保育施設の質の向上と子育て支援の充実を進めてほしい

○離島・辺地等における保育の維持

○幼児教育・保育に係る調査研究事業の成果について、乳幼児教育の質の向上への
活用方策や学会等でのより多くの関係者に向けた情報発信

○多様な保育施設・保育形態に対応した研修の実施

○保幼小連携の全市的なシステムの継続と推進 包含 ○保幼小連携について見直しが必要と考える

○インクルーシブ教育を推進するため、保育者の『多様な子どもに対応できる知識・ス
キル』の向上

包含 ○地域の人達と保育園・幼稚園等が話し合い、保育環境について意識改革に繋げていくべき

○医療的ケア児の受入など、多様な保育ニーズへの対応

○連携中枢都市圏事業における、病児・病後児保育の広域的な展開 包含 ○病児保育が高額なため困っているという保護者の声がある

○多様なニーズに対応するための保育人材の確保[再掲]

○福祉医療制度等における制度の認知度向上

○制度利用にあたっての利便性の向上
 （「こども政策DX」の推進、デジタル技術を活用した手続の簡素化等）

○家庭・学校・地域等が子ども・若者にとって安心・安全な場になるよう活動を推進
【追加】

追記
統合

○先日の親子イベントで、保護者が楽しいと子どもは輝くのかなと実感した
○公共施設を作る際は男性視点が多い。女性の視点もあっていいのではと思う

○子ども・若者の貧困対策【追加】
追記
統合

○進学希望で、ひとり親・世帯区分2が経済的理由で多くが困難と答えたのがショックだった
○習い事の補助に対するニーズがあるが、補助している自治体はあるのか
○塾や習い事の経済的支援という設問を今年度新しく追加したのはなぜか

○子どもへの食事の提供 包含
○ご飯を食べられていない子ども等の課題が増えてきている
○施策として子ども食堂＝貧困対策ではない事を知ってほしい

○子育て世帯を孤立させない居場所づくり【追加】
追記
統合

○子ども食堂の利用希望で、非ひとり親や世帯区分1の家庭も希望している
○町内会の繋がりが弱くなり、人との繋がりが困難になっていると思われる
○親世代が生き生きとした姿を見て、子ども達の幸せや自分の居場所に繋がっていくと考える

○子ども・若者が誰でも気軽に利用できる居場所づくり【追加】 追記 ○地域に居場所がない。ゲームも居場所の内。アーバンスポーツ等の施設があれば良いのでは

○男性の育児参加の推進

○仕事と子育ての両立への対応

○ワークライフバランスに係る企業等への働きかけ 包含 ○子どもとの同伴出勤が可能な企業を増やすよう働きかけができないか

○育児休業の取得率の向上

○時代の流れを踏まえた、随時有効な媒体を活用した情報発信 包含

○子ども・子育てプランの地域への周知徹底が必要である
○人と繋がる事を怖がっているお母さん方もいる。SNS含め情報が多すぎるのも問題
○佐世保出身者に限らず、佐世保市の政策に興味を持ってもらえる広報活動を希望する
○地域子育て支援拠点事業を利用していない人に対して、サービスや利用の仕方を案内すべき
○支援事業について、インスタ等SNSを駆使して、知る機会が増えたらいいと思う
○アンケート結果の数字を見やすく課題整理することで、保護者の実感にもつながりやすくなると思う

○状況の変化や市民ニーズに柔軟に対応できる相談窓口体制の構築

○こども・若者から意見を聴き、反映させる取組 包含 ○不登校の人たちにもアンケートは実施したのか
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